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今後の企業価値向上を
牽引する“成長ドライバー”は
どの領域でしょうか？

日産化学ならではの強みとは、一体何であるのか。なぜ日産化学は、
持続的成長を遂げていけるのか。ステークホルダーの皆様から
寄せられた代表的な3つの問いにお答えします。

新製品開発の
源泉となる研究人材を
どのように確保・育成し、
将来の成長につなげて
いるのでしょうか？

高い収益力を、
今後どのように
維持・強化して
いくのでしょうか？

当社の成長を牽引する領域は、機能性材料および農業化学品を中心
とする事業です。EUV材料や実装材料などの先端半導体材料、新規
農薬・バイオ農薬・動物薬の開発・拡販に経営資源を重点配分してい
ます。これら高付加価値製品の成長に加えて、戦略的投資やM&Aを
活用した新製品・新事業の創出を推進し、持続的な利益成長と企業
価値向上を目指します。

「社長メッセージ」P15-20、「中期経営計画 Vista2027 Stage II」P45-46、「事業概要」P53-56関連情報

当社は、将来の新製品開発を支える研究人材を重要な経営資本と位
置づけ、専門性の高い研究者の採用・育成を強化しています。研究開
発基盤の拡充や大学・外部機関などとの共同研究を通じて、先端技
術の獲得と研究者の知見向上を図っています。また、各種社内制度や
研修を通じて自律的な挑戦と成長を支援し、継続的なイノベーション
創出と将来の成長につなげています。

「特集」P3-6、「人的資本」P25-30、「知的資本 研究開発」P31-34関連情報

当社の高い収益力の源は、独自技術を活かして参入障壁の高いニッ
チ市場で競争優位性を確立している点にあります。機能性材料や農
業化学品などの高付加価値製品で高い市場シェアを有し、成長市場
をリードする顧客との共創を通じて競争力のある製品群を継続的に
創出しています。今後も、成長領域への経営資源の重点配分や収益
性改善を進めることで、高収益体制の維持・強化を図ります。

「日産化学のあゆみ」P11-12、「価値創造プロセス」P21-22、
「ビジネスモデルと競争優位性」P23-24、「CFOメッセージ」P41-44関連情報
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盤を強化しています。技術という強固な基盤があるからこそ、新

たな可能性を見出し、高付加価値領域での競争優位につなげる

ことができます。

強み2  顧客に近い開発姿勢 
技術と市場を結び付ける力

　第2の強みは、「顧客に近い開発姿勢」です。技術力だけで収

益が生まれるわけではありません。どれほど優れた技術であっ

ても、市場に必要とされなければ価値にはなりません。だからこ

そ当社では、技術力を磨くだけではなく、顧客との対話を通じて、

技術の価値を見極める力を重視しています。アンケートでも、研

究者が顧客訪問に同行する機会が多いことや、研究・営業・事

業部門が密接に連携しながら開発テーマを進めていることを、

当社の特徴として挙げる声が見られました。

　当社の研究者は、研究室の外へ出て、顧客が抱える課題や市

場の変化を直接捉え、その声を開発に反映しています。顧客に

近い場所で対話を重ねることで、「自社の技術で何ができるのか」

だけではなく、「顧客や市場から何が求められているのか」とい

う発想が育まれます。市場や顧客の変化を理解し、自社技術の

どこに可能性があるのかを見極める。その視点が、顧客の課題

を具体的な開発テーマへとつなげています。

　また、営業・研究・製造など異なる職種を経験する機会や、イ

ントラプレナーシッププログラムなどを通じて、多面的な視点を

持つ人材の育成も進めています。技術のみならず、市場性や事

業性も理解できる人材を育てることが、将来の成長領域を見出

す力につながっています。

　顧客の課題を理解することは、既存事業の強化に加えて、新

たな事業機会の発見にもつながります。市場の変化を早い段階

で捉えることで、技術の新たな用途や成長領域を見出すことが

できます。こうした活動を通じて、当社は市場を後追いするので

はなく、独自の価値を提案する高付加価値型の事業展開を進め

ています。

「
研
究
、営
業
、工
場
が

三
位
一
体
と
な
っ
て
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
」

特集: 人的資本

人が生み出す、「稼ぐ力」
── 外を知る人材の視点から見えた、日産化学の価値創造力

日産化学の競争力の源泉は、研究開発力だけではありません。
優れた技術の可能性を見極め、顧客や社会の課題と結び付け、多様な知見を重ねながら
事業として育てていく。その一連のプロセスを支えているのは、一人ひとりの人材の力です。
本特集では、外部での経験を持つキャリア採用者ならではの視点から、当社の価値創造を
支える組織能力の本質をひも解きます。

キャリア採用者が見た 
日産化学の競争力

　日産化学とはどのような会社なのか。キャリア採用者は、前職

で異なる業界や企業文化を経験してきたからこそ、日産化学の

強みや特徴を相対的に捉えることができます。そこで今回、キャ

リア採用者を対象にアンケートを実施しました。

　アンケートでは、「誠実さ」「研究開発への熱意」「技術力・

専門性」「穏やかな社風」が日産化学らしさとして多く寄せられ

ました。また、組織文化では「誠実なコミュニケーション」「風通

しがいい」、成長機会では「裁量を持って任される」が特徴として

挙げられています。

　こうした回答から浮かび上がったのは、「高い技術力」「顧客

に近い開発姿勢」「誠実な組織文化」「挑戦を後押しする風土」

という4つの強みです。これらは、単なる社風や働きやすさを表す

ものではありません。技術を価値へと変え、事業として成長させ

ていく過程で発揮される、当社の組織能力でもあります。それぞ

れの強みは、どのように価値創造につながっているのでしょうか。

強み1  高い技術力 
価値創造の出発点となる専門性

　第1の強みは、「高い技術力」です。機能性材料、農業化学品、

化学品、ヘルスケアの分野で培ってきた技術基盤は、当社の競争

力を支える重要な資産です。キャリア採用者アンケートでも、研

究開発への熱意や技術力・専門性を日産化学らしさとして挙

げる声が数多く見られました。

　当社は長年にわたり研究開発を成長の原動力として位置づけ、

高い合成力や解析力、多様なコア技術を蓄積してきました。研

究開発への継続的な投資に加え、人材育成や設備投資を通じて

専門性を磨く環境を整えています。

　高い技術力は、価値創造のゴールではなく出発点です。当社が

目指しているのは、独自技術を起点として、顧客や社会にとって

意味のある価値を創出することです。そのためには、長年にわた

り蓄積してきた知見やノウハウを活かすとともに、新たな技術

領域にも挑戦し続ける必要があります。研究開発への投資と人

材育成を継続することで、次世代の価値創造につながる技術基

「
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る

土
壌
が
あ
る
」
（
２
０
２
２
年
入
社
）

「高い合成力と解析力で
課題を突破する」（2022年入社）

「研究員が自らやりたいことに
挑戦できる仕組みが整っている」

（2017年入社）

「技術シーズを起点に市場性や収
益性を多面的に検討し、関係部署
と連携しながら事業化に向けた道
筋を描く経験を得ることができる」

（2021年入社）

（
２
０
１
７
年
入
社
）

（
２
０
１
７
年
入
社
）

「
研
究
員
が
顧
客

訪
問
に
同
行
す

る
機
会
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非
常

に
多
い
」

（
２
０
１
９
年
入
社
）

「
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価
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×

技
術
ド
リ
ブ
ン 

×
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ッ
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ッ
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」

（キャリア採用者アンケートより）

「日産化学」とは、
どんな会社ですか？Q.
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課題解決に取り組んでいます。キャリア採用者からも当社の特

徴として、各部門が一体となって開発に取り組んでいることや、

部門横断で議論する機会が多いことが挙げられています。

　私たちが重視するのは、「議論に勝つこと」ではなく、「よりよ

い答えを見出すために対話すること」です。誠実なコミュニケー

ションによって築かれる信頼関係こそが、多様な知見を結び付け、

社内外の共創を生み出す基盤となっています。

　また、誠実さは社内だけでなく、顧客や取引先との関係にも表

れています。短期的な成果の追求にとどまらず、長期的な信頼関

係を重視する姿勢が、当社の事業運営の基盤です。社内外で積

み重ねてきた信頼が共創の機会を広げ、新たな価値創造を支え

る重要な資産となっています。

強み4  挑戦を後押しする風土 
任せることが成長と革新を生む

　第4の強みは、「挑戦を後押しする風土」です。アンケートでは

成長機会に関する項目の中で、「裁量を持って任される」が、最

も多く挙げられました。また、若手社員やキャリア採用者であっ

ても、早い段階から重要なテーマやプロジェクトを任されるこ

とが特徴として挙げられています。

　当社では、一人ひとりの社員が主体的に価値創造に関わるこ

とを重視しています。新たな価値は、指示を待つだけでは生まれ

ません。自ら課題を発見し、解決策を考え、周囲を巻き込みなが

ら行動することで生まれます。

　その象徴の1つが「10％Challenge」です。所属組織の枠を超え、

自ら設定したテーマに挑戦するこの制度は、社員の主体性を引

き出し、新たな可能性の探索につなげることを目指しています。

もちろん、すべての挑戦が成功するわけではありません。しかし、

挑戦の過程で得られた経験や知見は、人材と組織に蓄積され、

将来の成長につながります。

　当社では、裁量を与えることに加えて、周囲からの支援や学び

の機会も提供しています。任せることと、支えること。その両輪

によって、挑戦する人材を育てています。

　変化の激しい事業環境において、過去の成功体験だけに依拠

することはできません。新たなテーマや市場へ挑戦し続けるこ

とが、将来の成長を支える原動力になります。当社は、挑戦を個

人の資質任せにせず、制度と組織文化の両面から後押しするこ

とで、挑戦の総量と多様性を高めています。

4つの強みを支える3つの力 
「目利き」「共創」「挑戦」

　当社は、人材戦略において「目利き」「共創」「挑戦」の3つの力

を重視しています。今回のアンケートから浮かび上がった4つの

強みは、これら3つの力が、組織の中でどのように発揮されてい

るかを具体的に示すものと言えます。

　高い技術力と顧客に近い開発姿勢は、技術と市場の可能性を

見極める「目利き」につながっています。誠実な組織文化は、多様

な知見を結集する「共創」の基盤です。そして、裁量を持たせて任

せる風土は、新たな可能性へ踏み出す「挑戦」を促しています。「目

利き」「共創」「挑戦」は、それぞれ独立して発揮されるものでは

なく、相互に作用することで価値創造につながります。市場や顧

客の変化を捉え、技術の可能性を見極めることで、新たな挑戦

が生まれます。挑戦から生まれた技術やアイデアは、多様な人

材との共創を通じて磨き上げられ、事業として結実していきます。

　今回のアンケートから見えてきたのは、日産化学の競争力が

技術力だけで成り立っているわけではないということです。高い

技術力を磨き続け、顧客や市場の変化を捉えて、その可能性を

見極める人材がいる。異なる専門性を持つ人材が誠実に対話し、

知見を結集している。そして、人を信じて任せ、挑戦を後押しす

る文化がある。こうした人材と組織の力が結び付くことで、技

術が事業へと育ち、収益へとつながっていきます。

　目利きする力。

　共創する力。

　挑戦する力。

　これら3つの力が相互に作用しながら新たな価値を生み出し、

そこで得られた成果を研究開発や人材育成へと再投資するこ

とで、次の成長へとつなげています。

　技術を価値へ変えるのは、人です。人が見極め、人がつなぎ、

人が挑戦する。この循環こそが、日産化学の持続的な「稼ぐ力」

の源泉となっています。

「日産化学らしさ」に関するキャリア採用者アンケート結果 ＊有効回答数82名。選択式・複数回答可、自由回答あり。

最も多く挙げられた日産化学の特徴は、
「誠実さ」でした。続いて「研究開発へ
の熱意」「技術力・専門性」「穏やかな
社風」が上位となり、当社の強みが技
術力だけではなく、それを支える人材や
組織文化にあることがうかがえます。

「誠実」「穏やか」でありながら「熱意」
もあり、次いで「裁量の大きさ」も挙げ
られるなど、裁量のある環境のもと、真
摯に技術と向き合う姿勢が根付いてい
るとの声が多数寄せられました。

「真面目」「誠実」という言葉が数多く
並び、「相手にリスペクトを持って接す
る人が多い」「感謝を伝えてくれる人が
多い」「誰に相談しても真摯に対応して
くれる」といったコメントが寄せられまし
た。「機嫌や態度が悪い人が少ない」

「役職に関係なく自由に議論できる」と
いった意見からは、心理的安全性が保
たれ、率直に意見を交わしやすい職場
環境がうかがえます。こうした誠実なコ
ミュニケーションが、多様な人材を受け
入れ、互いの専門性を活かす組織文化
を支えています。

顧客や社会への貢献を実感できること、
自ら考えて提案し結果につなげていくこ
と、多様な部門や社外などとの協働を
通じて視野と専門性を広げられることな
どに、やりがいを感じるとの回答が寄せ
られました。年齢や入社年次に関わら
ず、個人の意欲や能力に応じて仕事を
任せる文化がある一方で、「困ったとき
には助けてくれる」「頭ごなしに否定しな
い」「責任を丸投げしない」という声も多
く見られました。裁量を与えるだけでなく、
周囲が支えることで、一人ひとりの挑戦
を後押ししています。

「裁量を持って任される」が、他の項目
と比べて特に高い結果となりました。自
由回答でも「入社数日で担当を持った」

「入社半年で海外出張を経験した」「若
手でも大規模プロジェクトを担当した」

「役員に直接説明する機会がある」など、
多くのエピソードが寄せられました。若
手社員やキャリア採用者も、早い段階
から幅広い業務や新しい挑戦を任され、
周囲からの学びや研修などの機会を通
じて専門性を高め、自律的にキャリアを
形成できる環境が整えられていること
がうかがえます。

Q.日産化学らしさとは？
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「日産化学のあゆみ」P11-12、「社長メッセージ」P15-20、
「ビジネスモデルと競争優位性」P23-24、「人的資本」P25-30、
「知的資本 研究開発」P31-34、「CFOメッセージ」P41-44、
「中期経営計画 Vista2027 Stage II」P45-46、「DX推進」P49-50

関連情報

強み3  誠実な組織文化 
共創を生み出す信頼の基盤

　第3の強みは、「誠実な組織文化」です。アンケートでは、「誠

実さ」が日産化学らしさを表す言葉として最も多く挙げられま

した。また、「誠実なコミュニケーション」「風通しがいい」「相

談がしやすい」といった項目も多く挙げられています。

　この特徴は、単なる働きやすさを意味するものではありません。

新たな価値を創造するためには、異なる知識や専門性を持つ人

材が互いに意見を出し合い、議論を重ねる必要があります。そ

の際に重要となるのが、率直に対話できる関係性です。

　当社には、立場や所属を超えて相談しやすく、相手の専門性

を尊重しながら議論する文化があります。研究・営業・製造・

管理部門など、さまざまな領域の専門性を持つ人材が連携し、
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